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特別損失の計上、2027 年３月期 第２四半期（中間期）連結業績予想値と実績値との差異 

及び通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

 

 

当社は、2027 年３月期第２四半期（中間期）において特別損失を計上いたしました。また、2026 年５月 14

日に公表いたしました 2027 年３月期第２四半期（中間期）の連結業績予想と実績値に差異が生じるとともに、

最近の業績動向等を踏まえて、同日に公表した通期連結業績予想を下記のとおり修正いたしましたので、併せ

てお知らせいたします。 

 

 

 

記 

 

 

１． 特別損失の計上について 

 当社は、2023 年 10 月より、業務プロセスの改善及び一部老朽化システムの刷新を目的として、現行基幹シス

テムに代わる新基幹システムの開発を進めてまいりました。 

しかしながら、今後の開発において想定以上のコスト増加や期間延長が見込まれることから、あらためて経

営資源の最適配分について検討を重ねてまいりました。その結果、既存システムの改修等を行う方針へと転換

することが最も効果的であると判断し、現在進行中の新システム開発を中止することといたしました。 

これに伴い、当該新システムの開発に係る固定資産（長期前払費用等）について、「固定資産の減損に係る会

計基準」に基づき帳簿価額を回収可能価額まで減額し、2027 年３月期第２四半期会計期間において減損損失

（特別損失）を計上しております。 

 

①連結決算への影響 

固定資産の減損損失 1,500 百万円を特別損失に計上しております。 

②個別決算への影響 

固定資産の減損損失 1,500 百万円を特別損失に計上しております。 

  

 

 

 



２． 2027 年３月期 第２四半期（中間期）連結業績予想値と実績値の差異について 

(１)2027 年３月期 第２四半期（中間期）連結業績予想値と実績値の差異（2026 年４月１日～2026 年９月 30 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親 会 社 株 主 

に 帰 属 す る 

中 間 純 利 益 

１ 株 当 た り 

中 間 純 利 益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 
百万円 

21,000 

百万円 

2,400 

百万円 

2,500 

百万円 

1,200 

円銭 

65.89 

当  期  実  績  （Ｂ） 19,512 2,388 2,546 235 12.91 

増  減  額  （ Ｂ － Ａ ） △1,487 △11 46 △964  

増  減  率  （ ％ ） △7.1 △0.5 1.9 △80.4  

（ご参考）前期第２四半期実績 

（2026 年３月期第２四半期） 
18,499 2,324 2,388 2,214 121.88 

 

（２）実績値との差異の理由 

  売上高につきましては、拡販を見込んでいた国内向けゼラチン及びコラーゲンペプチド輸出等の販売が、

当初の見込みを下回ったことにより、前回発表予想を下回る結果となりました。 

営業利益及び経常利益につきましては、減収となったものの、収益性の改善や経費削減等に努めた結果、前

回発表予想と概ね同水準となりました。 

また、親会社株主に帰属する中間純利益につきましては、前記「１．特別損失の計上について」に記載の

とおり、減損損失を特別損失として計上したこと等から、前回発表予想を下回りました。 

 

３． 通期連結業績予想の修正について 

（１）2027 年３月期 通期連結業績予想の修正（2026 年４月１日～2027 年３月 31 日） 

 

 
（２）業績予想の修正の理由 

   売上高につきましては、引き続き拡販を見込んでいた国内向けゼラチン及びコラーゲンペプチド輸出等の販

売が、当初の想定を下振れる見通しとなったことにより、前回発表予想を下回る見込みです。 

営業利益及び経常利益につきましては、通期において減収が見込まれるものの、引き続き収益性の改善、

及びシステム関連費用の減少等により、前回発表予想を据え置いております。 

また、親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、前記「１．特別損失の計上について」に記載の

とおり、第２四半期（中間期）において減損損失を特別損失として計上したこと等から、前回発表予想を下

回る見通しです。 

 

注）本資料に記載の予想数値は、発表日現在入手可能な情報に基づき作成しております。実際の業績は、今後

様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。             

以上 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親 会 社 株 主 

に 帰 属 す る 

当 期 純 利 益 

１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 
百万円 

43,000 

百万円 

4,700 

百万円 

4,800  

百万円 

2,400 

円銭 

131.77 

今 回 発 表 予 想（Ｂ） 41,000 4,700 4,800 1,400 76.80 

増  減  額  （ Ｂ － Ａ ） △2,000 － － △1,000  

増  減  率  （ ％ ） △4.7 － － △41.7  

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 

（ 2 0 2 6 年 ３ 月 期 ） 
38,048 4,664 4,783 3,282 180.54 


